
区分 開講番号 開設科目名 必修 単位 学期 曜限 形態 対象学年 分野 水準 定員 隔年開講 備考

A 261E6001 経済学入門 ○ 2 第1ターム 月3,木3 講義 1,2,3,4,5,6 36 03 400 1

B 261E6006 入門ミクロ経済学 2 第1ターム 火5,金5 講義 1,2,3,4,5,6 36 03 400

B 263E6007 入門マクロ経済学 2 第3ターム 火2,金2 講義 1,2,3,4,5,6 36 03 400

B 260E6044 入門社会経済学 2 第1,2ターム 他 講義 1,2,3,4,5,6 36 03 250

B 263E6045 ミクロ経済学Ⅰ 2 第3ターム 火3,金3 講義 1,2,3,4,5,6 36 03 200

B 263E6046 マクロ経済学Ⅰ 2 第3ターム 火5,金5 講義 1,2,3,4,5,6 36 03 200

B 260E6146 経済数学Ⅰ 2 第3,4ターム 水5 講義 1,2,3,4,5,6 36,41 03 80

B 262E6043 経済数学Ⅰ 2 第2ターム 月3,木3 講義 1,2,3,4,5,6 36,41 03 320

B 262E6047 計量経済学Ⅰ 2 第2ターム 火3,金3 講義 1,2,3,4,5,6 36,41 03 220

B 261E6059 金融論Ⅰ 2 第1ターム 月2,木2 講義 1,2,3,4,5,6 36 04 200

B 260E6048 アメリカ経済論Ⅰ 2 第3,4ターム 水5 講義 1,2,3,4,5,6 36,33 04 24

B 261E6050 アジア経済論Ⅰ 2 第1ターム 火1,金1 講義 1,2,3,4,5,6 36 04 300

B 260E6049 ＥＵ経済論 2 第3,4ターム 水4 講義 1,2,3,4,5,6 36 04 200

B 262E6063 ロシア経済論 2 第2ターム 月3,木3 講義 1,2,3,4,5,6 36,33 04 250

※1　対象学年はシラバス「聴講指定等」も参照してください。　※2　定員等の関係で履修できない科目もあります。

備考 １）必修

１）法学部対象学年：2年生以上

その他

特記事項

プログラム

名　　　称
経済学

概　　要

　人類は、生誕と共に、生産と消費を中心とする経済活動をつづけてきた。人間生活の物的基礎をなすこの経済活動は、この間たんに高度化してきただけ

ではない。その社会的あり方は、量的な変化を伴いながら構造的に、また国や地域ごとに個性を持って段階的に発展してきた。マイナー「経済学」では、

このような経済について、その理論・歴史・政策・現状を体系的に学ぶことができる。

到達目標

１）経済学の知識を活かして、社会、人生のさまざまな事象を理解することができる。

２）経済学の知識を自身のより幅広い教養のなかに取り込み、それをもとに物事を論理的に考察し、その本質を理解することができる。

３）経済社会で現実に起きている問題に自ら気づき、社会に組織や個人がどのような影響を与えるかを考え、社会的責任を踏まえた行動ができる。

履修資格
学位プログラムが経済学プログラムの学生、および創生学部において領域学修科目パッケージとして経済学パッケージを選択している学生は修了できませ

ん。

修了要件

次の条件を全て満たしていること。

・区分Aから2単位、区分Bから10単位以上、合計12単位以上を修得していること。

・学位プログラムが決定していること。

・学位プログラムが経済学プログラムではないこと。

・創生学部生で「経済学領域学修科目パッケージ」を選択していないこと。


